
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１１３０１

基盤研究(B)

2014～2010

ディアスポラにおける民族宗教の変質と再編－ヒンドゥー教と道教の動態的側面を中心に

Transformation and Reorganization of Ethnic Religions in the Diaspora with 
Reference to the dynamism of Hindu and Taoist Ritual Traditions

２０２３０４２７研究者番号：

山下　博司（Yamashita, Hiroshi）

東北大学・国際文化研究科・教授

研究期間：

２２４０１０１７

平成 年 月 日現在２７   ６   ８

円     6,200,000

研究成果の概要（和文）：インド系・華人系双方のディアスポラそれぞれにおける民族宗教の維持と変容の問題を追求
したプロジェクトである。インド人ディアスポラについては世界に拡散するタミル系のヒンドゥー教徒の寺院をめぐる
宗教実践を中心に、華人系ディアスポラに関しては東南アジアに展開する道教寺廟と年祭（特に九皇大帝を祀る九皇會
）を軸に取材・調査を行った。
移民先の諸条件や諸制約に沿ってその土地ごとの改変を余儀なくされつつも維持されている民族宗教について、変化す
る要素と不変の要素とを同定し、ディアスポラにおいて民族宗教が有する意義、役割。機能などを考察した。成果を多
くの論文や著書に結実させ刊行した。

研究成果の概要（英文）：This is the project focusing on ethnic religions and their practices of Indian 
and Chine immigrant communities in the diasporic circumstances. Main attention was paid to Hindu Tamils 
and their ritual practices at the temples and a Taoist festival of Nine Emperor Gods annually celebrated 
in many places in Southeast Asia. We identified the significance and function in maintaining their own 
religions with restrictions imposed by the authorities. The outcome of our research was published widely 
in various forms including articles, monographs, books and presentations at academic circles.

研究分野： ヒンドゥー教史、インド思想史、宗教人類学
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１．研究開始当初の背景 
研究計画の開始当初の時期には、グローバ

リゼーションの進展によって、ヒト・モノ・
カネ等が旧来の国境を越えて世界各地に拡
大・拡散し、それに伴うかたちで、民族宗教
もまた越境し世界各地に展開する移民社会
（ディアスポラ）に浸透しつつあった。プロ
ジェクトが開始された時点以降、同様の傾向
はさらに顕著かつ支配的なものになってい
る。 
ところが一方で、アジアの民族宗教につい

ては、それらの本源の地におけるありようが
考究の対象になるばかりで、移民によって外
部世界に持ち出されディアスポラ的環境の
別に応じて変容し維持されてきた様態につ
いては、ほとんど研究が為されてこなかった
という現状があった。 
 本研究計画は、民族集団の活発な越境の事
態と見通しを踏まえ、重要性を推し量った上
で、上記の研究欠落を補うために立案・策定
されたものである。 
 
 
２．研究の目的 
故国・郷里を離れディアスポラに暮らす移

民集団の精神生活や民族的・宗教的アイデン
ティティの支えとなっている民族宗教につ
いて、学術的な方法を動員して分析する。そ
れによって民族宗教の越境によって生じる
諸要素の変容の実相をさまざまな視点や方
法論を用いつつ明らかにし、変化する部分と
普遍的な部分とを同定する。それらをもとに、
民族宗教のもつ意義、役割、機能を多角的に
考察する。 
以上の調査研究から知り得た諸事実とそ

れに基づく多面的考察を踏まえ、宗教のもつ
ダイナミズムを、「ディアスポラに移植され
た民族宗教」の文脈から綜合、止揚ないし一
般化し、今日的な宗教現象全体を読み解く重
要な鍵の一つを得ることが本研究の窮極的
な目的・目標となる。 
 
 
３．研究の方法 
 具体的な対象として、かたやインドのヒン
ドゥー教、とくに南インド・タミルナードゥ
地方に由来するタミル系のヒンドゥー教を
取り上げ、寺院を焦点とするタミル移民たち
の宗教実践に視点を集約させる。 
かたや、それと比較対照されるべき事象と

して、中国系移民（華人・華僑）によって東
南アジア各地（インドシナ、マレーシア、シ
ンガポールなど）で道教の枠組みのなかで維
持・伝承されてきた九皇大帝（九皇爺、Nine 
Emperor Gods）をめぐる信仰と祭祀に焦点を
絞り、その需要と変容につき集中的な調査研
究を行う。 
前者のタミル系ヒンドゥー教については、

全世界に拡散した様態の全容を考察の主た
る対象としつつも、後者すなわち華人の宗教

伝統と比較対照するために、東南アジアに移
された形態に研究活動の主力が注がれるこ
とになる。 
 具体的な研究方法としては、宗教人類学的
な手法による寺院等の宗教儀礼の参与観察、
運営側と信者側の双方に対するインタビュ
ー調査、掲示・広報物や配布物などをもとに
した文献調査などを援用して対象に迫る。関
連する二次資料にもできるかぎり目配りし、
多角的・多面的な現状分析をおこなうよう十
分な配慮を加える。 
 調査内容は、そのつど詳細なフィールドノ
ートに記録し、それを蓄積して総合的な分析
に資するようにする。録画や撮影内容につい
ては、参照の便に適するようファイルを範疇
別に整理し、パーソナル・コンピュータのハ
ードディスク内に格納する。 
 調査時期については、とりわけ年祭の実施
時期に多量の情報や知見が得られることが
期待されるので、基本的にインド系と華人系
の時期の重なる秋の大祭（インド系の場合は
ナヴァラートリ、華人系の場合は農暦 9月初
旬）に照準を合わせて集中調査をおこなう。
それ以外の時期は日常の信仰形態の観察に
適しているので、随時調査地に赴いて必要な
調査に従事することとする。 
 
 
４．研究成果 
 1 年ごとの暫定的な研究成果は、毎年 9 月
前後に開催される日本宗教学会の全国大会
において、そのつど欠かさず研究発表をおこ
なって公開してきた。研究発表の場でのフロ
アーとの質疑応答等を通じて宗教現象の専
門家たちからのフィードバックを得、それを
次年度の調査研究の計画や調査内容の立案
に活かし、次の成果に着実に結びつけるよう
心がけた。 
日本宗教学会以外にも、NIHU プロジェクト

「現代インド地域研究」国立民族学博物館拠
点（三尾稔拠点代表・杉本良夫拠点副代表）
において共同研究員を務め、研究会などで逐
次発表するとともに意見交換をおこない、人
類学の研究者および地域研究の研究者など
から貴重なフィールバックを得た。また、他
研究者の研究発表の場においても、本研究に
よる関連の知見を開陳し、ディスカッション
に活かした。 
 さらに、奥山直司（高野山大学密教学部教
授）が主宰する京都大学人文科学研究所の公
募研究「グローバル化する思想・宗教の重
層的接触と人文学の可能性」（2011～2012
年度）において、共同研究員に任じられ、前
述の国立民族学博物館拠点プロジェクトと
類似の役割を帯びて活動し、2013 年夏に京都
大学同研究所における国際シンポジウムで
当該テーマのもと研究発表し内外に成果発
信をおこなった。 
 研究の年度ごとの進展状況は、日本宗教学
会発行の『宗教研究』の各年度の研究発表要



旨号に掲載されるかたちで公開を続けてき
た。また、グローバル化から派生する文化
的・宗教的様相に関する研究成果は、次項で
掲げる多くの研究論文、著書、報告書、事典
の項目執筆等に結実させ、学界内のみならず
広く社会全体に発信するよう心がけてきた
つもりである。 
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